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みについての陳情 

 

【陳情の趣旨】 

「地域の治安を良くすること」  

これは、自治体の重要な「使命」の一つです。  

なぜなら、「犯罪」「いじめ」「児童虐待」「自殺」「死亡事故」等が多発する社会、

また、「失業者」や「ホームレス」等が救済されない社会であったら、人間が「幸

せ」を感じるのは難しいからです。  

私は、このような考えから、「市民と共に『いじめ』『自殺』『児童虐待』『犯罪』

等を減らす取り組み」について、陳情したいと思います。 

  

現状認識 

現在の日本の治安は、いい状態とは言えません。 

政府の発表によると、２０２３年に全国の小、中、高、特別支援学校で認知さ

れた「いじめ」の件数は７３２，５６８件です。これは、一日に約２，００７件

認知されたということです。  

同じく２０２３年の全国の「自殺死亡者数」は、２１，８３７人で、一日約６

０人が亡くなったということです。  

２０２２年の全国の「児童虐待相談件数」は、２１４，８４３件で、一日約５

８９件の相談があったということです。  

２０２３年に全国で起きた「殺人事件」は、９１２件でした。一日平均、約２．

５人が殺されたということです。  

「強盗」は１，３６１件起きました。一日約３．７人の方が被害にあったとい

うことです。  

「不同意性交等（強制性交等）」は２，７１１件で、一日約７．４人の方が被害

にあっています。  

多くの人は、このような状況に慣れてしまったせいか、無関心でいますが、私

は、これは異常な状態だと思っています。  

特に、「自殺死亡者数」に関しては、Ｇ７の中で最も多いという、非常に残念な

状況にあります。  

多くの自治体は、これらの問題に対処するために、様々な取り組みをされてい

ると思いますが、目立った成果は出ていないようです。  

それどころか、これらの数値は、全て、前年と比べて増加しています。  

  

私は、このような状況を改善するために、ある施策を考えましたので、是非、

自治体の運営に取り入れていただきたいと思っております。  



多くの人が苦しんでいる今の状況は、普通ではありません。放置してはいけな

いと思います。  

治安を回復し、より良い社会を実現するために、是非、前向きに検討していた

だきたいと思います。 

 

【陳情事項】 

 私の提案は、次の２つです。 

１ 自治体（市区町村）が、その地域の「治安の状態」を数値化し、 図表をつく

り、自治体のホームページや機関誌等で公表し、市民と共有する。 

２ 「１で公表した数値を減らす方法」を考え、「数値目標」を決め、「実施計画」

を立て、公表し、市民と協力して、それを行う。 

 

 

 


